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避
難
マ
ッ
プ
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県
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想
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中
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か

避
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の
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問問
　

緊
急
時
避
難
マ
ッ
プ
【
＝
関

連
記
事
８
・
１５
面
】
等
に
つ
い

て
聞
く
。

⑴　

学
区
単
位
で
作
成
さ
れ
、

所
属
学
区
１
枚
が
配
布
さ
れ
て

い
る
。
全
域
の
情
報
提
供
も
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

⑵　

標
高
は
、

　
　
　
　
　
　

国
の
レ
ー
ザ
ー

　
　
　
　
　
　

測
量
成
果
に
よ

　
　
　
　
　
　

る
と
明
記
さ
れ

　
　
　
　
　
　

て
い
る
が
、
精

　
　
　
　
　
　

度
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

⑶　

避
難
所
自

　
　
　
　
　
　

体
の
標
高
を
比

　
　
　
　
　
　

較
で
き
る
よ
う

　
　
　
　
　
　

に
し
て
は
ど
う

　
　
　
　
　
　

か
。

　
　
　
　
　
　

⑷　

県
は
沿
岸

　
　
　
　
　
　

部
の
高
潮
浸
水

　
　
　
　
　
　

予
想
図
を
公
開

　
　
　
　
　
　

予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

新
情
報
で
再

　
　
　
　
　
　

検
討
す
る
必
要

　
　
　
　
　
　

が
出
て
く
る
の

　
　
　
　
　
　

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

⑸　

救
援
物
資

は
災
害
時
、
直
ち
に
被
災
者
の

要
望
に
応
え
る
こ
と
は
可
能
か
。

⑹　

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に

つ
い
て
、
自
治
会
や
自
主
防
災

組
織
、
消
防
団
と
共
有
で
き
て

い
る
か
。

　
　

防
災
安
全
課
長

⑴　

見
や
す
さ
を
考
慮
し
、
学

区
ご
と
に
作
成
し
た
。

　

全
地
域
が
必
要
な
場
合
は
役

所
窓
口
で
渡
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
掲
載
を
予
定
し
て
い
る
。

⑵　

最
大
で
約
３０
㎝
は
差
異
が

出
る
可
能
性
が
あ
る
。

⑶　

次
回
作
成
時
の
検
討
事
項

と
さ
せ
て
ほ
し
い
。

⑷　

国
、
県
の
被
害
想
定
を
基

に
、
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
場
合
、
新
し
い
マ
ッ
プ

等
で
市
民
に
情
報
提
供
し
た
い
。

⑸　

非
常
食
、
毛
布
を
中
心
に

備
蓄
し
て
お
り
、
災
害
規
模
に

よ
り
対
応
時
間
は
変
わ
っ
て
く

る
と
思
う
。

　

最
低
３
日
分
の
個
人
備
蓄
も

お
願
い
し
た
い
。

⑹　

民
生
委
員
の
協
力
の
下
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
デ
ー
タ

を
持
ち
、
各
自
治
会
に
も
渡
し

て
い
る
。

　

個
人
情
報
保
護
法
の
関
係
で
、

（
役
所
か
ら
の
）情
報
提
供
は
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
地
域
で
の

名
簿
作
成
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

行
政
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
共
済
の

書
類
の
一
元
化
に
つ
い
て
、
今

後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　

開
発
部
長

　

市
、Ｊ
Ａ
、農
業
共
済
は
、そ

れ
ぞ
れ
台
帳
を
管
理
し
て
い
る
。

　

シ
ス
テ
ム
ソ
フ
ト
の
問
題
も

あ
る
が
、
関
係
計
画
書
等
の
一

体
化
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と

協
議
し
、
調
整
中
で
あ
る
。
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